
課題：今後ますます一人暮らしの高齢者が増加し、孤立・
孤独やそれによる認知症の増加が予測されている。

認知症高齢者数

471.6万人（2025年）→  584.2万人（2040年）

高齢者の約15％

目的：「名古屋大学高齢者顔表情データベース」をもとに、
高齢者の孤独・孤立を軽減するツールなどに活用可能な
高齢者の感情認識モデルを作成する。

特徴：
➢日本人高齢者の表情を認識できる。
➢各感情におけるヴァリエーションを
識別する。

課題と目的

データセットの内容と方法

結果

考察

➢口開きの感情に注目し、それらの識別が可能になる識別器を作
成する必要があると考えられる。

➢感情の識別については個人差が大きいことが明らかになったた
め、個々の顔表情の特徴点を基礎として一人ひとりの特徴を踏
まえた顔表情識別モデルを作成する必要があると考えられる。

➢ 精度が最も高い結果と最も低い結果を比較したところ、明らかな違い
が確認できたため、識別器が正常に機能していることが確認できた。

【本研究の限界】
➢感情を演技で表現したデータセットを使用していること。
➢中立との表情の識別器を作成したため、各表情の違いを
細かく識別していないこと。

今後の課題：
➢全12の表情と他表情との識別器を作成し、解析を行う。
➢訓練データの組み合わせ方による分析を行う。

A)別のデータセットで訓練を行い、本データセットで検証を行う。
B)水増しを加える：

I. 動画内での各フレーム抽出
II. 左右反転

➢高齢者と若者の表情分析の比較を行う。
➢一人ひとりの特徴を踏まえた顔表情識別モデルを作成する。

➢ 口開きの感情については、中立との識別が明確にできる場合でも、
他の感情との識別が困難であることが明らかになった。

人物別：111人
➢男性56名
➢女性55名

表出方法：
➢シナリオ
➢男性写真模倣
➢女性写真模倣

合計：
12・3・111 = 
3996枚

クラス

01 喜び（口開き）

02 喜び（口閉じ）

03 悲しみ

04 恐怖

05 驚き

06 怒り（口開き）

07 怒り（口閉じ）

08 嫌悪（口開き）

09 嫌悪（口閉じ）

10 興奮

11 リラックス

12 中立

一般世帯に占める65歳以上の単独世帯

13.2％（2020年）→  20.6%（2050年）

「名古屋大学高齢者顔表情データベース」

方法④：感情識別器推定

検証精度の平均が最も高い男性 検証精度の平均が最も高い女性 検証精度の平均が最も低い男性 検証精度の平均が最も低い女性

方法③：感情識別器推定

方法①：データ収集 方法②：識別器作成
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＊「名古屋大学高齢者顔表情データベース」
以外の著作権フリー画像を元に作成

P30
高齢者向けの感情認識モデル開発：
Facemeshを用いたランドマーク識別器
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